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関
西
の
旅
と
伊
勢
神
宮
参
拝 

― 

通
過
点
と
し
て
の
奈
良

《
日
本
上
陸
》

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
４
月
１
日
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（1831

―

1904

）
は
影
響
力
の
あ
る
日
本
在
住
者
へ
の
40
通
の
書
簡
と
、
風
変
わ

り
な
刺
繍
や
装
飾
品
の
土
産
を
抱
え
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
出
発
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
到
着
す
る
と
、
５
月
３
日
、
蒸
気
船
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ト
キ
オ
号
」
に

乗
船
。
18
日
間
ず
っ
と
揺
れ
な
が
ら
陰
鬱
な
雨
の
多
い
海
原
を
航
海
し
、

５
月
20
日
の
昼
前
に
は
江
戸
湾（
東
京
湾
）を
進
ん
で
横
浜
に
上
陸
し
た
。

　

日
本
の
地
に
、
大
英
帝
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
著
名
な
女
性
旅
行
家

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
最
初
の
一
歩
が
、
刻
印
さ
れ
た
。

《
伊
勢
神
宮
へ
の
旅
》

　

本
稿
で
は
『Unbeaten Trucks in Japan

』（「
日
本
内
地
紀
行
」）

に
お
け
る
、
現
在
の
奈
良
県
域
内
に
お
け
る
バ
ー
ド
の
足
取
り
と
、

そ
こ
で
見
聞
さ
れ
た
風
景
文
物
及
び
そ
の
感
想
を
ト
レ
ー
ス
し
て

い
く
。『Unbeaten Trucks in Japan

』
を
構
成
す
る
書
翰
は
全
59

通
、
奈
良
（
大
和
）
は
最
後
近
く
、
京
都
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の
「
旅
の

途
中
」
に
現
れ
る
。

　

バ
ー
ド
は
東
京
に
到
着
す
る
と
諸
準
備
を
整
え
、
６
月
10
日
に
日
光

を
経
由
し
て
北
海
道
（
蝦
夷
）
に
向
か
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
の
親

密
な
交
流
の
後
、
９
月
14
日
、
函
館
か
ら
帰
京
に
向
け
て
乗
船
（
兵
庫

丸
、
７
０
５
ト
ン
／
２
０
０
馬
力
）
す
る
が
、
三
陸
沖
で
暴
風
雨
に
見

舞
わ
れ
、
横
浜
に
上
陸
し
て
東
京
に
戻
っ
た
の
は
、
９
月
18
日
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ほ
ぼ
３
週
間
東
京
―
英
国
公
使
館
と
思
わ
れ
る
―
で
寛
い

だ
バ
ー
ド
は
、
10
月
11
日
に
東
京
を
出
発
、
横
浜
港
か
ら
神
戸
に
上
陸
。

有
馬
・
三
田
を
往
復
し
て
神
戸
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら
大
阪
・
京
都
を
経

て
、
宇
治
か
ら
奈
良
街
道
を
下
っ
て
奈
良
。
そ
の
ま
ま
三
輪
に
南
下
し
、

伊
勢
街
道
で
長
谷
・
宇
陀
の
山
中
を
抜
け
て
、
11
月
10
日
に
伊
勢
神
宮

へ
の
参
拝
を
果
た
し
た
。
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バ
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の
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行
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外
国
人
旅
行
家
が
み
た
明
治
期
の
奈
良 

―

中
島 

敬
介
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こ
の
往
路
１
と
月
に
及
ぶ
関
西
・
伊
勢
の
旅
の
う
ち
、
奈
良
滞
在
は

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
11
月
５
日
～
８
日
ま
で
の
実
質
３
日
間
、

そ
の
足
取
り
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

・�

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
11
月
５
日
の
朝
、
宇
治
を
出
発
。

　

・�

同
日
の
「
晩
」
に
、
奈
良
の
「
宿
屋
」
に
到
着
。

　

・�

11
月
６
日
、
現
在
の
奈
良
公
園
あ
た
り
を
見
学
（
鹿
、
春
日
大
社
、

東
大
寺
、
正
倉
院
）。

　

・�

こ
の
日
の
う
ち
に
三
輪
に
移
動
、
大
神
神
社
の
近
く
に
宿
泊
（
翌
７

日
朝
の
可
能
性
も
あ
る
）。

　

・�

11
月
７
日
、
初
瀬
（
初
瀬
川
、
長
谷
寺
）
の
美
し
さ
に
感
嘆
す
る
。

　

・�

11
月
８
日
、
宇
陀
か
ら
名
張
へ
、
山
中
を
「
美
し
い
景
色
を
見
な

が
ら
」
移
動
。

　

・�

11
月
９
日
、
伊
勢
国
山
田
に
入
り
、
翌
10
日
に
伊
勢
神
宮
（
外
宮
）

を
参
拝
。

Bird, Isabella Lucy. Unbeaten Trucks in Japan
『原本』

同書　『1885年本』 



52イザベラ・バードの奈良紀行〈２〉

 
以
下
、
か
ぎ
括
弧
内
の
引
用
文
は
、
特
に
註
記
し
な
い
限
り
、
下
記

の
文
献
に
よ
る
。
た
だ
し
〔
和
訳
〕
に
つ
い
て
は
、
故
あ
っ
て
そ
の
一
部

を
改
変
し
、
拙
訳
と
し
て
い
る
。
ま
た
引
用
箇
所
は
―
引
用
対
象
と
す

る
ペ
ー
ジ
が
一
連
で
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
―
逐
一
指
示
せ
ず
、

そ
の
範
囲
を
下
記
に
一
括
し
た
。
い
ず
れ
も
諒
と
さ
れ
た
い
。

な
お
、
当
該
箇
所
以
外
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
掲
示
し
た
。

　

・〔
和
訳�

〕
：
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
著
／
金
坂
清
則
訳
注
『
完
訳 

日
本
奥
地
紀
行
』
第
１
巻
～
第
４
巻
（2012, 2013

）
平

凡
社
東
洋
文
庫
（
以
下
、『
奥
地
紀
行
』）

　
　
　
　
　
　
　

 

・
引
用
箇
所
：
第
４
巻 
第
55
報
、pp. 109-128

　

・〔
原
文�

〕
：Bird, Isabella Lucy. U

nbeaten Trucks in 
Japan: An Account of Travels in the Interior,  
Including Visits to the Aborigines of Yezo 
and Shrines of N

ikko and Ise, vol.Ⅱ
, 

London, John M
urray, 1881

（
以
下
、『Unbeaten 

Trucks

』）

　
　
　
　
　
　
　

 

・
引
用
箇
所
：LETTER LV, pp. 253-270

《
奈
良
街
道
の
ひ
ど
い
宿
》

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
11
月
５
日
午
前
８
時
、
バ
ー
ド
は
「
こ
ぬ

か
雨 a grey-brow

n dizzle

」
の
京
都
を
発
ち
、
奈
良
に
向
か
っ
た
。

同
行
者
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ-

ド
の
宣
教
師
夫
妻
（
オ
ラ
メ
ル
と
ア
ン

の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
夫
妻 M

r. &
 M

rs. Gulick

）
だ
っ
た
。

　

道
中
で
見
た
伏
見
の
家
並
み
は
「
と
て
も
貧
し
そ
う
な
人
々
の
住
ま
い 

the dw
ellings of the poorest classes

」
だ
っ
た
が
、「
み
す
ぼ

ら
し
さ
も
悪
習 (w

ithout ) vice or squalor

」も
感
じ
ら
れ
ず
、

ま
さ
に
「
清
貧 industrious poverty

」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

家
ご
と
に
「
大
輪
の
菊
の
一
輪
立 one great, bulging 

chrysanthem
um

」
が
飾
ら
れ
、
休
憩
で
立
ち
寄
っ
た
「
伏
見
稲
荷
大

社
の
庭
師
も
羨
望
の
あ
ま
り
取
り
乱
す 

(such as w
ould

) drive 
Tem

ple gardener w
ild w

ith envy

」
で
あ
ろ
う
ほ
ど
の
見
事
さ

で
あ
っ
た
。

　

宇
治
に
入
り
、
何
軒
も
の
茶
店
が
川
（
宇
治
川
）
に
迫
り
出
す
よ
う
に

並
ん
で
い
る
の
を
見
た
バ
ー
ド
は
、「
理
想
の
茶
屋
と
い
う
一
枚
の
写
真

を
見
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
地
の
茶
屋
だ
と
思
っ
て
よ

（
い
）(if you see

) a photograph of an ideal tea-house, 
you m

ay be sure it as at U
ji

」
と
綴
っ
て
い
る
。
昼
食
を
と
っ

た
茶
店
の
庭
も
「
夢
か
と
思
う
よ
う
な
峡
谷
が
見
え
、
眼
下
の
小
さ
な
庭

は
紅
葉
し
た
楓
が
真
っ
赤
に
輝
い
て
い
た
。
非
の
打
ち
所
の
な
い
理
想

の
庭 over a m

iniature garden lighted by flam
ing m

aples. 
It w

as altogether ideal, and I felt that w
e w

ere 
coarsely  real and out of place !

」
と
の
絶
賛
を
惜
し
ま
な
い
。

Euro-NARASIA  │  STUDY REPORT
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一
方
、
天
候
は
悪
化
の
一
方
を
辿
る
。

　

奈
良
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
雨
足
は
激
し
く
な
り
、
バ
ー
ド
一
行
は

「
二
時
間
に
も
わ
た
っ
て
ず
ぶ
濡
れ after tw

o hours of through 
soaking

」
で
歩
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
あ
た
り
が
「
真
っ
暗
な
中
を

奈
良
へ
と
急
い
だ 

(w
e w

ere
)
 hurried into N

ara in the 
darkness

」
バ
ー
ド
は
、「
最
初
の
〈
宿
屋
〉
が
目
に
入
る
や
〈
人
力
車
〉

を
飛
び
降
り
て shot out of our kurum

as at the first 
yadoya w

e cam
e to

」
し
ま
っ
た
の
だ
が
、「
畳
は
古
く
、
天
井
は

低
く
、
客
が
溢
れ
、
悪
臭 w

ith old m
ats, low

 ceilings, a 
through of travelers, and end of bad sm

ells

」
芬
芬
（
ふ

ん
ぷ
ん
）
の
、
た
い
そ
う
「
ひ
ど
い
宿 (it w

as ) a bad inn

」
で

あ
っ
た
。

　

「
車
夫
た
ち
も
も
っ
と
先
ま
で
行
く
つ
も
り
は
全
く
な
か
っ
た the 

m
en evidently not being m

inded to run farther

」
と
い
う

か
ら
、
予
め
決
め
て
い
た
宿
屋
で
は
な
い
。
バ
ー
ド
の
旅
は
「
そ
れ
ぞ

れ
の
地
の
最
も
よ
い
宿
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
原
則
と
」
し
て
い
た
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
日
以
降
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
伊
勢
神
宮
ま
で
の
行
程

は
、
そ
の
よ
う
な
通
常
の
バ
ー
ド
の
宿
屋
選
定
パ
タ
ー
ン
か
ら
は
、
か

な
り
逸
脱
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
夜
は
、
ひ
ど
い
豪
雨
に
耐
え
き
れ
ず
、
後
先
も
考
え
ず
目
に
付

い
た
宿
屋
に
飛
び
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
が
、
記
述
の
内
容
か
ら
推
す
と
、

ほ
と
ん
ど
木
賃
宿
の
風
情
で
あ
る
。
京
都
か
ら
の
ル
ー
ト
は
「
人
の
よ

く
通
る
道 w
ell beaten track

」
と
い
う
か
ら
、
奈
良
街
道
沿
い
の

宿
で
あ
ろ
う
が
、
詳
し
い
地
点
も
屋
号
も
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ま

だ
奈
良
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も

「
真
っ
暗
な
中
を
奈
良
に
急
い
だ into N

ara

」と
の
表
現
か
ら
す
る
と
、

バ
ー
ド
の
主
観
と
し
て
は
「
奈
良
で
最
初
の
宿
」
で
あ
り
、
こ
の
「
ひ
ど

い
宿(it w

as ) a bad inn

」
が
、
バ
ー
ド
と
っ
て
最
初
の
奈
良
体
験

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

《
奈
良
の
ま
ち 

―
哀
愁
漂
う
、
旧
い
帝
都
― 

》

　

こ
の
宿
は
「
蚤
も
蚊
も
季
節
は
ず
れ
で
い
な
い to realise the 

fact that fleas and m
osquitoes are at end for the season

」

こ
と
だ
け
が
救
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
す
ぐ
そ
ば
で
人
の
気
配

が
す
る
の
と
、
仲
間
の
客
〔
車
夫
〕
が
み
な
ご
そ
ご
そ
と
し
て
寝
な
か
っ

た
た
め
に
寝
ら
れ
な
か
っ
た w

e could not sleep for the 
closeness  of  the  air  and  the  general  restlessness  of 
our fellow

-travellers

」
と
愚
痴
る
バ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
翌
日
（
11
月
６
日
）
に
な
る
と
、
元
気
は
回
復
し
た
よ
う
で
、
生
憎
の

「
陰
気
な
霧
雨
の
一
日
だ
っ
た a m

urky  drizzle

」
が
、「
八
世
紀
に

七
人
の
天
皇
が
在
位
し
た
こ
の
旧
い
帝
都
の
見
物
を
楽
し
ん
だ 

I enjoyed the sights of the old im
perial city, in w

hich 
seven M

ikados reigned in the eighth century

」。

　

バ
ー
ド
は
そ
の
と
き
の
印
象
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

「
こ
の
奈
良
に
つ
い
て
は
人
は
意
見
を
異
に
す
る
。
私
の
知
り
合
い

に
も
、
絶
賛
す
る
人
が
い
る
一
方
で
こ
き
下
ろ
す
人
が
い
る People 

differ about N
ara. Som

e of m
y friends rave about it, 

other run it dow
n

」
と
。
で
は
、
バ
ー
ド
自
身
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

そ
の
日
は
陰
気
な
霧
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、「
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
時

で
さ
え
麗
し
い
所
だ
と
思
わ
れ
た I thought it lovery even in 

the  m
ist

」
と
評
価
し
、
こ
う
続
け
る
。「
自
然
の
見
事
な
美
し
さ
が
、

宗
教
建
築
や
古
代
の
哀
愁
漂
う
衰
微
と
相
ま
っ
て
い
や
増
し
て
い
る
の
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で
あ
る
。
と
て
も
神
々
し
く
て
目
を
惹
き
つ
け
る w

ith great 
natural  beauty  heightened  by  religious  art,  and  a  grey  
m
elanchory of arrested decay, w

hich is very solem
on

」

と
。

　

ま
た
「
二
万
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
々
が
住
む
こ
の
町
（
奈
良
）
は
、

絵
の
よ
う
に
美
し
い
低
い
山
並
み
の
裾
野
に
そ
っ
て
広
が
り
、
最
高
の

英
国
庭
園
を
す
べ
て
集
め
た
か
の
よ
う
な
そ
の
［
山
の
］
森
［
若
草
山
］

か
ら
は
、
古
代
大
和
の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る 

The tow
n, w

hich contains over 21,000 people, runs along 
the slope of range of picturesque hills, and from

 the 
forest, w

hich in part resem
bles a collection of our 

finest English parks, there are m
agnificent vies over 

the ancient province of Yam
ato

」。
そ
の
日
は
「
朝
早
く
か
ら

出
か
け
、
ま
る
一
日
近
く
を
費
や
し
て
い
ろ
ん
な
見
所
を
楽
し
ん
だW

e 
w
ent out early, and spent m

uch of the day,

」
の
だ
が
、「
た

だ
の
遊
覧
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た I cannot  say  in  

sight seeing

」
と
も
書
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
広
大
な
す
ば
ら
し

い
公
園
や
森
を
な
す
山
［
若
草
山
］
に
広
が
る
見
所
の
大
半
は
、
宗
教
と

結
び
つ
い
て
い
た enjoying the sights, nearly all of w

hich 
lie in the m

agnificent park or forest on the hill, and 
are m

ostly connected w
ith religion

」
か
ら
だ
。

　

バ
ー
ド
の
関
西
旅
行
の
目
的
の
１
つ
は
、
日
本
の
宗
教
事
情
の
見
聞

で
あ
り
、
最
初
の
訪
問
地
・
神
戸
で
は
「
神
戸
〔
は
〕
開
港
場
と
い
う

よ
り
も
伝
道
の
中
心
と
〔
思
わ
れ
〕
私
が
こ
こ
に
来
た
の
も
、
一
つ
に
は

伝
道
事
業
の
進
み
具
合
を
見
る
た
め
だ
っ
た Som

ehow
 w

hen one  
thinks of K

obe it is less as a Treaty Port than as a 

M
ission centre

」
※
１
と
記
し
、
京
都
で
は
「
同
志
社
女
学
校 

A
m
erican M

ission  School  for  girles

」
※
２
や
「
同
志
社
英
学

校the K
iyote College

」
※
３
を
訪
ね
、
京
都
市
行
政
の
キ
リ
ス
ト

教
（
徒
）
へ
の
扱
い
に
疑
問
―
と
不
満
―
を
漏
ら
し
て
い
る
※
４
。

ま
た
、「
仏
教
の
数
あ
る
宗
派
や
そ
の
分
派
に
あ
っ
て
、
私
の
関
心
を
最

も
惹
く
の
は
親
鸞
が
〔･･･

〕
創
始
し
、
時
に
門
徒
衆
と
も
い
わ
れ
る
真

宗
で
あ
る Of m
any sects and subsects into w

hich Buddhism
 

is divided, none interests m
e so m

uch as the Shinshiu, 
som

etim
es called the M

onto Sect, founded by Shinran

」

※
５
と
言
い
、
赤
松
連
城
【
註
ⅰ
】
と
宗
教
論
を
戦
わ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
と
き
バ
ー
ド
は
、「（
赤
松
連
城
は
）
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
者
で

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
深
い
思
想
家
で
も
あ
る
―
難
解
な
思
想
家
で

は
あ
る
が
。
し
か
し
、
位
階
制
の
あ
る
仏
教
界
き
っ
て
の
知
恵
者
で
あ

り
最
も
開
明
的
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
の
僧
侶
が
、
自
ら
の
形
而
上
学

と
果
て
し
な
き
輪
廻
転
生
の
原
理
を
本
当
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か H

e has  deeply  studied  one  or  tw
o  branches  

of our literature, and is evidently a deep, though a 
m
etaphysical, thinker, as w

ell as a student of 
Christianity. Can this priest, w

ho is regarded as the 
ablest  and  m

ost  enlightened  m
an  in  the  Buddhist 

hierarchy,  truly  believe  in  his  ow
n  m

etaphysic  and  in  
the doctrine of prolonged m

etem
psychosis ?

」
※
６

と
、

連
城
の
見
解
に
深
遠
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
一
方
、
奈
良
に
お
い

て
は
、
そ
の
よ
う
な
深
み
の
あ
る
考
察
は
一
切
な
く
、
先
に
引
用
し
た
よ

う
に
「
す
ば
ら
し
い
公
園
や
森
を
な
す
山
」
と
宗
教
と
の
関
連
を
言
う
の

だ
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
「
宗
教
と
結
び
つ
い
て
い
た
」
か
等
に
つ

い
て
は
―
精
神
性
も
含
め
―
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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《
正
倉
院
―
異
様
なgodow

n

（
倉
）
― 

》

　

こ
の
日
、
と
り
わ
け
バ
ー
ド
が
強
く
関
心
を
寄
せ
た
の
は
「
巨
大
な
木

造
の
倉
［
正
倉
院
］Am

ong the m
ost curious is a m

onstrous 
w
ooden m

agazine, m
ade of heavy tim

bers

」
で
あ
っ
た
。
い

や
、
こ
の
「
ち
ょ
っ
と
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
、
単
調
で
洗
練
さ
の
か

け
ら
も
な
い
代
物 the m

ost drearily uncouth building that 
can be im

agined

」そ
れ
自
体
に
対
し
て
で
は
な
い
。こ
の
建
物
が「
八

世
紀
末
［
七
八
四
年
］
に
、
奈
良
［
平
城
京
］
か
ら
京
都
［
長
岡
京
］

に
遷
る
直
前
に
造
営
さ
れ
〔･･･

〕
天
皇
の
調
度
品
や
宝
物
を
安
全
に
保

管
す
る
た
め
〔
に
〕
六
一
年
ご
と
に
点
検
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
修
理

を
施
さ
れ
【
註
ⅱ
】
、
今
に
至
っ
て
い
る
と
い
う it w

as built for 
the safe deposit of the M

ikado’s furniture and property, 
just before the Court quitted N

ara to K
iyôto at the end 

of the eighth century, and is said to have been 
exam

ined every sixty-first year since, and repaired 
w
hen necessary

」
事
実
に
対
し
て
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
も
っ
と
興
味
を
惹
か
れ
る M

ore curious still

」
の

は
、「
時
の
経
過
に
よ
る
破
壊
作
用
を
一
〇
〇
〇
年
に
免
れ
て
き
た
と

い
う
事
実
と
、
八
世
紀
の
目
録
に
記
載
の
あ
る
品
々
が
こ
こ
に
伝
わ
り
、

後
世
の
収
蔵
品
と
は
容
易
に
識
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実 not only 

h as a w
ooden b uilding e scaped t he d estructive 

agencies of a thousand years, but that the actual 
articles m

entioned in the inventory of the eighth are 
there,  and  can  easily  be  distinguished  from

 later 
accum

lations

」
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

 

　

ま
た
、「
少
し
前
に
博
覧
会
が an exhibition at N

ara not long 
ago

」
開
か
れ
、
そ
の
と
き
に
展
示
さ
れ
た
「
複
数
の
屏
風
や
絵
画
、
面

［
伎
楽
面
］、
書
蹟
、
彫
塑
［
白
石
板
］、〔･･･

〕
円
い
石
鹸
石
、
銅
の
椀

や
皿
、
瑠
璃
や
魚
形
、
玳
瑁
製
の
「
如
意
」、
各
一
つ
の
磁
器
と
ガ
ラ

ス
器
、
袍
や
鈴
、
帽
子
、
武
具
、
種
々
の
調
度
品
、
青
銅
の
鏡
、
紙
、

陶
磁
器
、
木
像
等
々
〔
の
〕
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
異
様
な
「
倉
」
に
戻
さ
れ

て
い
る am

ong the objects replaced in the m
onster  

“godow
n” w

ere screens, pictures, m
asks, books, 

sculptures, soap in round cakes the size of quoits, 
copper bow

ls and dishes, beards and ornam
ents, 

tortoise-shell “back-scratchers” pottery and glass, 
dresses, bells, hats, w

eapons, and utensils of various 
kinds, bronzes, w

riting paper, clay statuettes, w
ooden 

statues, etc, etc.

」
と
残
念
が
る
が
、
一
方
「
今
で
も
そ
の
正
倉

院
の
逸
品
の
ご
く
一
部
は
こ
の
大
刹
［
東
大
寺
］
の
裏
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
【
註
ⅲ
】a few

 w
onderful things from

 Im
perial 

Treasury are still to be seen at the rear of great tem
ple

」

と
の
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
も
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
博
覧
会
」
す
な
わ
ち
「
奈
良
博
覧
会
」
は
、
１
８
７
５
年
（
明
治

８
）
年
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）
ま
で
計
17
、

８
回
―
明
治
31
年
ま
で
と
す
る
新
聞
記
事
も
あ
る
―
開
催
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
主
た
る
目
的
は
奈
良
の
勧
業
殖
産
と
さ
れ
る
が
、

古
器
旧
物
と
り
わ
け
正
倉
院
宝
物
や
そ
の
複
製
品
も
展
示
さ
れ
て
大

評
判
を
博
し
、
そ
の
後
の
正
倉
院
展
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
。

　

１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
か
ら
の
京
都
で
の
博
覧
会
で
は
、
期
間
中

「
遊
歩
期
（
規
）
程
」
が
緩
和
さ
れ
、
外
国
人
の
入
京
が
許
さ
れ
た
―
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と
い
う
よ
り
、
外
国
人
に
出
品
を
求
め
る
た
め
に
積
極
的
に
開
放
さ
れ

た
―
が
、
奈
良
博
覧
会
で
は
同
様
の
措
置
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
に
対
す
る
外
国
人
の
評
価
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
バ
ー
ド
の
記
述

以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

正
倉
院
宝
物
に
は
高
い
関
心
を
示
し
た
バ
ー
ド
だ
が
、
奈
良
公
園
の

「
鹿
」
に
つ
い
て
は
好
印
象
を
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
「
多
数
の
聖
な
る

鹿
は
、
こ
こ
に
あ
る
い
く
つ
も
の
見
も
の
の
一
つ
で
、
荘
厳
な
杜
や
幅

の
広
い
道
を
う
ろ
う
ろ
し
、
煎
餅
を
求
め
て
人
に
し
つ
こ
く
つ
い
て

く
る A

m
ong the m

any interesting things are a num
ber 

of sacred deer, w
hich w

ander about the m
ajestic 

groves and avenues, and follow
 one about greedily, 

begging for cakes, w
hich their pertinacity com

pels one 
to buy

」
と
、
煩
わ
し
さ
を
隠
さ
な
い
。

　

そ
し
て
、
奈
良
の
土
産
物
に
つ
い
て
は
「
旅
行
者
は
だ
れ
も
が
神
聖

な
鹿
の
絵
や
鹿
の
角
で
作
っ
た
簪
や
お
守
り
、
櫛
を
買
う
。
そ
し
て

有
名
な
春
日
神
社
に
大
挙
し
て
や
っ
て
く
る
参
拝
者
は
こ
の
お
守
り

や
簪
を
帯
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
る Every one  buys  im

ages  of  
the sacred deer, hair-pins m

ade from
 their horns, 

charm
s and com

bs, and the pilgrim
s, w

ho com
e in 

great num
bers to the fam

ous Shintô tem
ple of K

asuga, 
sling these upon their girdles

」
と
記
す
が
、
バ
ー
ド
も
奈
良
土

産
と
し
て
そ
れ
ら
買
っ
た
か
ど
う
か
は
、
分
か
ら
な
い
。

　

バ
ー
ド
ら
は
、
奈
良
か
ら
三
輪
に
向
か
う
の
だ
が
、
そ
の
日
が
「
一
日

近
く
を
費
や
し
た spent m

uch of the day

」
と
す
る
11
月
６
日
の

夕
刻
な
の
か
、
翌
７
日
朝
な
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
奥
地
紀

行
』
の
訳
注
で
は
「［
５
日
の
］
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
オ
ラ
メ
ル
・
ギ
ュ
ー

リ
ッ
ク
が
バ
ー
ド
と
妻
と
別
れ
て
神
戸
に
向
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
六
日
も
奈
良
に
泊
ま
り
、
七
日
の
朝
に
別
れ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
」
と
す
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。
バ
ー
ド

ら
は
６
日
の
「
朝
早
く
か
ら
出
か
」
け
、
見
物
先
は
「
旧
い
帝
都
」
と

言
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
春
日
大
社
か
ら
東
大
寺
の
あ
た
り
に
か
け
た
、

奈
良
公
園
近
辺
か
ら
出
て
い
な
い
。
ほ
ぼ
、
午
前
中
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

散
策
範
囲
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
の
「
ひ
ど
い
宿
」
で
の
記
述
に
は
「
そ
れ
か
ら
後
の
宿
屋
は

快
適
だ
っ
た Since that night w

e have been incom
fortable 

yadoyas

」
と
あ
り
、
そ
の
夜
も
奈
良
で
過
ご
し
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
宿

屋
で
は
あ
り
得
な
い
。
バ
ー
ド
自
ら
の
原
則
ど
お
り
、
こ
の
地
（
奈
良
）

の
最
も
よ
い
宿
―
例
え
ば
、Satow

な
ら
推
奨
し
た
で
あ
ろ
う
「
三
笠

山
の
麓
に
あ
る
絶
景
の
宿
」
の
武
蔵
野
、
あ
る
い
は
奈
良
町
の
印
判
屋

か
小
刀
屋
―
に
泊
ま
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
夜
の
宿
の
印
象
は
、
書
き

残
さ
れ
て
い
な
い
。
同
訳
注
で
は
「
九
日
の
夜
に
は
〔
伊
勢
〕
山
田
に

確
実
に
入
っ
て
い
る
の
で
〔･･･

〕
若
干
無
理
は
あ
る
が
〔･･･

〕
夕
方

近
く
に
奈
良
を
出
〔
た
と
〕
考
え
て
お
く
」
と
、
苦
し
い
解
釈
を
し
て

い
る
が
、
そ
う
悩
む
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
６
日
の
午
後
に
は
奈
良
を

発
っ
て
い
た
と
解
釈
し
た
方
が
、
無
理
が
な
い
。

　

見
物
に
費
や
さ
れ
た
「
一
日day

」
と
は
、「
日
中
」
く
ら
い
の
意
味

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
、
些
末
な
ど
ち
ら
で
も
良
さ
そ
う
な
旅
程
に
拘
わ
っ
て

い
る
の
は
、
一
泊
を
要
し
た
見
物
に
し
て
は
、
神
戸
や
京
都
と
比
較
し

て
、
バ
ー
ド
の
記
述
が
質
・
量
と
も
に
、
余
り
に
も
薄
い
か
ら
で
あ
る
。
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も
う
一
泊
し
て
、
奈
良
を
旅
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
は
、
微
塵
も
感
じ

ら
れ
な
い
。

　

神
戸
は
外
国
人
居
留
地
の
実
態
を
知
る
た
め
の
、
京
都
は
キ
リ
ス
ト

教
普
及
の
状
況
と
日
本
の
宗
教
を
学
ぶ
た
め
の
、
そ
し
て
伊
勢
は
日
本

文
化
の
本
質
を
探
る
た
め
の
、
各
々
の
目
的
地
で
あ
っ
た
。
奈
良
で
は
、

そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
目
的
が
、
一
向
に
見
当
た
ら
な
い
。

　

奈
良
は
、
京
都
か
ら
伊
勢
に
向
か
う
順
路
の
途
中
の
―
単
な
る
―

「
経
由
地
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

　

東
京
以
東
の
ル
ー
ト
で
は
、
伊
勢
神
宮
へ
の
訪
問
（
参
詣
）
が
最
大
の

目
的
で
あ
り
、
そ
の
日
程
が
最
優
先
さ
れ
た
た
た
め
に
、
奈
良
で
の
滞
在

が
短
く
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
と
し
て
旅
行
目
的
地
と
な
ら
な
か
っ

た
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
も
そ
も
バ
ー
ド
が
「
日
本
を
訪
れ
る

こ
と
に
し
た
」
の
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
、「
日
本
に
は
目
新
し
い
こ

と
や
興
味
を
ひ
く
も
の
が
特
別
に
多
く
」
あ
り
、
日
本
は
「
私
を
有
頂

天
に
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
、
調
査
研
究
の
対
象
に
な
る
国
」
で
、「
そ

の
興
味
深
さ
は
予
測
を
遙
か
に
超
え
る
も
の
が
あ
っ
た
」
か
ら
だ
と
、

本
書
の
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。

　

ど
う
や
ら
奈
良
の
ま
ち
に
は
、
バ
ー
ド
に
と
っ
て
「
目
新
し
い
」
こ
と

も
「
興
味
を
ひ
く
」
も
の
も
多
く
は
な
く
、
旅
人
に
楽
し
み
や
元
気
を
与

え
る
要
素
に
も
乏
し
く
、
特
に
興
味
を
ひ
く
土
地
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
な
ぜ
、
奈
良
県
最
大
の
観
光
エ
リ
ア
が
バ
ー
ド
を
惹
き
つ
け
な

か
っ
た
の
か
、
今
後
検
証
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
外
れ
た
―
で
あ
ろ

う
―
奈
良
見
物
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
低
さ
は
、
次
の
三
輪
に
も
引
き
継

が
れ
る
。

《
三
輪
の
宿
で
は
「
着
こ
な
し
」
談
義
と
車
夫
の
闖
入
》

　

三
輪
の
宿
に
つ
い
て
は
、「
部
屋
か
ら
は
神
社
巡
礼
［
参
拝
］
で
有
名

な
神
社
［
大
神
神
社
］
に
通
じ
る
松
並
木
が
見
え
た
。
す
ば
ら
し
か
っ

た delightful accom
m
odation

〔
…
〕w

ith a fine view
 of 

an avenue of pine trees, w
hich leads to a fam

ous shrine 
of Shintô pilgrim

age
)

」
と
、
一
応
は
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
―
た
ま
た
ま
―
そ
う
い
う
見
晴
ら
し
の
利
く
部
屋
に
通
さ
れ
た
、
と

言
う
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
に
関
心
が
深
ま
ら
な
い
。
ま
し
て
、
大

神
神
社
へ
の
訪
問
（
参
詣
）
動
機
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
バ
ー
ド
ら
は
外
出
も
せ
ず
、
専
ら
「
宿
の
女
将
と
最
初
か
ら
大

変
和
や
か
に
打
ち
解
け w

e are alw
ays in very sociable term

s  
w
ith our hosts

」
て
、
日
本
と
英
国
の
女
性
た
ち
の
間
で
「
着
物
の

着
方 it did not look w

om
anly or “correct” to w

ear t

〔dresses

〕as they do

」
に
関
す
る
彼
我
の
違
い
に
花
を
咲
か
せ
、

こ
の
実
に
の
ど
か
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
華
や
い
だ
場
に
無
粋
な
車
夫
が
闖
入
し
「
畳
の
上
に

雁
首
揃
え
て
正
座
し
、
深
々
と
頭
を
下
げ after prostrating  

them
selves, knelt in a row

 on the floor

」
て
、「
周
遊
し
て

京
都
に
戻
る
一
〇
日
間
の
旅
に
三
人
全
員
を
雇
っ
て
ほ
し
い w

e w
ould

 

engage the three for the ten days, journey round to 
K
iyotô

」
と
嘆
願
さ
れ
る
―
ほ
と
ん
ど
旅
行
の
趣
旨
と
は
無
関
係
な
―

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「『
わ
し
ら
〈
も
ま
た
〉

伊
勢
に
お
参
り
に
行
き
た
い
ん
で
さ
！W

e too w
ish to w

orship 
at Ise !

』」
と
い
う
だ
け
の
、
な
ん
と
も
締
ま
り
の
な
い
も
の
だ
と

バ
ー
ド
は
嗤
う
が
、
そ
の
記
述
だ
け
で
「
哀
愁
漂
う
」
ほ
ど
の
「
旧
い
帝

都
」
の
見
物
記
を
、
遙
か
に
上
回
る
分
量
が
割
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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あ
る
い
は
、
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
一
般
庶
民
の
信
仰
を
示
す
実
体
験

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
な

ら
ば
特
別
に
稿
を
立
て
た
「
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
覚
書
」
で
扱
わ
れ
る

べ
き
で
、
こ
こ
で
は
、
車
夫
が
仕
事
ほ
し
さ
の
口
実
に
持
ち
出
し
た
、
座

興
め
い
た
―
そ
し
て
見
事
な
ま
で
に
緊
張
感
を
欠
い
た
―
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
扱
い
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

記
述
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
け
で
比
較
す
れ
ば
、
奈
良
の
ま
ち
は
、
そ
し

て
三
輪
も
、
粗
野
な
車
夫
の
浅
知
恵
ほ
ど
に
も
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

�
（
以
下
、
次
回
に
続
く
）

 

Euro-NARASIA  │  STUDY REPORT

イザベラ・バードの肖像と自筆
Stoddart,  Anna M. The Life of Isabella Bird (Mrs. Bishop), London, John Murray, 1906, より
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註
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】
中)Satow

, Ernest m
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 H
aw

s. A
. G. S. H

and 
Book in Travellers in Central &

 Northern Japan. Yokoham
a, 

K
elly &

 Co, p. 348

【
註
ⅰ
】�

赤
松
連
城
（1841

―1919

）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
。
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、

教
育
制
度
を
学
ん
だ
。
島
地
黙
雷
と
と
も
に
、
政
府
の
大
教
院
設
置
を
廃
仏
政
策

と
し
て
反
対
し
た
。
後
に
仏
教
大
学
（
現
在
の
龍
谷
大
学
）
学
長
を
務
め
た
。

【
註
ⅱ
】�

正
倉
院
が
、
61
年
ご
と
に
点
検
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
根
拠
は
、
見
当
た
ら

な
い
。『
正
倉
院
整
備
記
録 

本
文
編
』
（
宮
内
庁
、
平
成
27
年
）
で
は
創
建
以

降
の
正
倉
に
関
す
る
修
理
記
録
（
及
び
そ
の
可
能
性
を
示
す
出
来
事
）
を
20
数

回
と
し
て
い
る
。
江
戸
期
に
は
点
検
及
び
修
理
が
３
度
行
わ
れ
た
と
す
る
が
、
い

ず
れ
も
東
大
寺
か
ら
の
要
望
ま
た
は
奉
行
所
か
ら
の
願
い
出
が
あ
っ
た
か
ら
で
、

定
期
的
点
検
で
は
な
く
損
傷
に
係
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
正
倉
院（
正
倉
）

の
管
理
は
江
戸
期
ま
で
一
貫
し
て
朝
廷
の
監
督
下
で
東
大
寺
が
担
っ
て
い
た
。

明
治
期
に
入
る
と
扉
の
開
閉
に
つ
い
て
は
宮
内
省
、
宝
物
・
正
倉
の
管
理
所
管
は

内
務
省
（
明
治
８
年
）、
農
商
務
省
（
明
治
14
年
）、
宮
内
省
（
明
治
17
年
）

と
移
っ
た
。
バ
ー
ド
来
寧
時
は
農
商
務
省
の
専
管
で
あ
っ
た
。�

 
 

バ
ー
ド
が
記
し
た
正
倉
院
の
点
検
云
々
の
情
報
源
は
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は

「
歴
史
分
野
の
最
高
権
威
」
と
帰
化
さ
れ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
後
述
）
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
日
本
見
聞
記
（
後
述
）
に
は
正
倉
院

は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。�

 

 

な
お
、
正
倉
院
宝
物
が
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
の
は
明
治
５
年
の
「
壬
申
調
査
」
に

よ
る
８
月
12
日
の
開
封
時
。
こ
の
調
査
は
、
古
器
旧
物
の
保
存
と
海
外
流
出
の

た
め
に
社
寺
・
華
族
の
所
蔵
品
を
対
象
と
す
る
本
格
調
査
で
、
同
年
開
催
の
文
部

省
博
覧
会
へ
の
出
展
品
の
考
証
に
備
え
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

【
註
ⅲ
】�

バ
ー
ド
の
記
述
ど
お
り
、
博
覧
会
終
了
後
も
、
一
部
出
展
品
に
つ
い
て
は
―
東

大
寺
の
裏
で
は
な
く
―
大
仏
殿
内
で「
常
設
展
示
」さ
れ
て
い
た
。た
だ
し
、
そ
の

展
示
品
に
正
倉
院
宝
物
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
分
か
っ
て
い
な
い
。

バ
ー
ド
も Im

perial Treasury are still to be seen
 

と
言
う
だ
け
で
、

実
見
し
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。常
識
的
に
は
、博
覧
会
後
に
正
倉
に
戻
さ
れ
た
、

と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。�

 
 

な
お
、
博
覧
会
そ
の
も
の
に
関
し
て
で
は
な
い
が
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
―
当

時
、
英
国
公
使
館
の
書
記
と
し
て
、
バ
ー
ド
の
旅
程
や
日
本
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
提
供
し
た
―
は
１
８
８
１
年
出
版
の
著
作
で
、「
奈
良
に
は
骨
董
商

が
多
い
が
、
二
、三
年
前
に
当
地
で
開
か
れ
た
博
覧
会
の
際
に
は
大
勢
の
人
が

や
っ
て
き
て
価
値
あ
る
正
真
正
銘
の
古
物
の
ほ
と
ん
ど
が
購
入
さ
れ
持
ち
去
ら

れ
て
し
ま
っ
た Curiosity dealer around in N

ara, but the 
Exhibitions w

hich w
ere held there a few

 years ago attracted 
m
any visitors, w

ho purchased and carried aw
ay m

ost of 
genuine antiquities of real values

」
※
７
と
の
、
こ
れ
も
ま
た
、
興
味

深
い
「
事
実
（
？
）」
を
記
し
て
い
る
。




